
≪重点目標：自ら働きかける子どもの育成≫

光りあふれる下妻小学校

６月２３日，ＰＴＡの方々や地域の皆様のご協

力のもと，ふれあい田植えとドロリンピックを行

いました。

３１回目の今年は，昨年までの田んぼより広

い田への田植えとあって気合いも十分。リーダ

ーの「せーのっ！！」というかけ声に合わせ，み

んなで「ずぼっ！！！」と言いながら一斉に植え

ていきました。下妻伝統のかわいらしい植え方

に，見守る大人達も終始笑顔。必死になって

植えたとあって，「も

うドロリンピックしたの？」と思うくらい全身

泥だらけの子どもも。１年生もそれはそれ

は楽しんで活動することができました。

田植えの次はお楽しみのドロ

リンピック。土と水と風を体中で

感じながら田んぼの中を駆け回りました。最後には，職員

やＰＴＡ代表の方も参加し，大人も子どもも泥まみれ，笑顔

まみれの楽しい時間となりました。
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声を合わせて

「せーのっ！」 「ずぼっ！！」

どろんこソリリレーでは，上学年が下学年を引

っ張ります。思った以上に力が必要です。



観覧していらっしゃった地域の方々の中に，

三十数年前，このドロリンピックを始められた

当時の先生の姿がありました。閉校を前に子ど

も達の様子を見たいと，期日等をインターネッ

トで調べて来てくださったとのこと。始めたきっ

かけをお尋ねすると，

「子ども達に土と水の感触

を感じてほしかったから」

と仰られていました。当時

の先生方の思いは，３１回

目の今年もしっかり受け継がれて

います。

田を管理してくださる太田黒様,
農業支援コーディネーターの古賀様はじめ，ご協力い

ただきました皆様，本当にありがとうございました。

６年生が，毎朝児童玄関前であいさつ運動をしていま

す。よりよい下妻小学校になるように自分達にできること

を考え決めたのだそうです。大きな声と優しい笑顔であ

いさつをしている６年生の肩にかけられた手作りのたすき

には，「筑後市 No.１のあいさつをめざそう！ 」「世界一！
いや宇宙一！！ 」など，一

人一人の思いが書かれて

います。

また，図書委員会が企画した，「下妻小年間読書冊数 20,000 冊チャ
レンジ！」も進行中です。廊下に貼られた手作りの「いまココメーター」

には，「5 月末時点で 3,408 冊！！」の文字が。単に貸出冊数を増やすの
ではなく，本の楽しさを感じてもらえるようみんなで知恵を出し合ってい

るのだそう。図書司書の秋山先生も感心してありました。

あいさつ運動も委員会活動も，「自分から本気で」チャレンジしてい

る姿が，とても立派ですね。

※水泳学習公開日の参観のため古島小学校に車を乗り入れる際は，必ず「最徐行」でお願いします。

田んぼに立てられたフラッグめがけ一目

散。アメンボも顔負けのスピードです。


